

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































御 御 人 人
皇
太
后
后、剛年以降に大
棚年贈
太
后
の
停
止
は
貞
観
五
年
年
末
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
述
し
た
よ
う
に
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
で
あ
る
。
順
子
は
そ
れ
よ
り
早
く
貞
（犯）
観六（八六四）年正月に太皇太后になっているので、正子の太皇
の時に、
である。
たのは、
衡
元
年
の
大
皇
太
后
の
尊
号
辞
退
か
ら
、
と伝えるｃ
そ
の
頃
ま
で
に
、
る
○
の
尊
号
を
返
上
し
た
。
一
菅
家
文
草
』
巻
九
に
、
保
。
奉二太皇大后令旨一請停二后號一兼返二別封一状
免二誹死後一。復使三煙霞松柏知二妾意之無杉累（
伏願艤二太皇后之崇穂｜、
監藥不し效レ施し功、皇天無し期し降し福。命臭分突、何憂何怨。
頓首頓首。謹言。
元
慶
年
よ
う
や
く
文
徳
の
宿
願
は
成
就
し
た
。
右側聞、尊號之下、不し可二久居
正子が一
［表３］
所
生
の
清
和
が
即
位
し
た
天
安
二
數十年來、毎増三鯨陽一而已。
具
体
的
な
年
月
日
は
未
詳
で
あ
る
が
、
正
子
も
皇
太
后
か
ら
太
皇
太
后
へ
と
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
によれば、
度
は
辞
退
し
た
大
皇
太
后
の
后
位
に
つ
文
徳
女
御
藤
原
明
子
が
皇
太
夫
人
に
な
っ
還納二加千戸之別封一。申二志生前一、
貞
観
五
年
の
停
止
ま
で
の
い
ず
れ
し
か
し
、
立
后
を
経
な
い
皇
太
』｜・厚賞之中、難し可二長
今齢随レ日老、病逐レ老深。
（八五八）年であるから、
正
子
が
没
す
る
の
は
先
不し堪二丹懇一・
い
た
の
は
確
か
斉
139（14）
夫
人
が
皇
太
后
に
上
が
れ
る
先
例
が
で
き
た
こ
と
は
、
諸
刃
の
剣
で
、
結
果
的
に
、
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
藤
氏
立
后
を
阻
止
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
［表２］［表３］にみえるように文徳生母の順子も、清和生母の明
（羽）
子
も
、
陽
成
生
母
の
高
子
も
藤
原
氏
は
立
后
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
藤
氏
立
后
が
実
現
す
る
の
は
、
藤
原
穏
子
の
時
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
藤
原
穏
子
が
醍
醐
天
皇
の
も
と
に
入
内
し
、
女
御
宣
下
を
受
け
た
の
が
、
延
喜
元
〈
九
○
｜
）
年
で
、
中
宮
に
冊
立
さ
れ
る
の
は
延長元（九一一一一一）年四月のことである。穏子はその後、所生子で
あ
る
朱
雀
天
皇
の
即
位
後
に
皇
太
后
（
九
三
一
年
）
、
さ
ら
に
そ
の
弟
村
上
天
皇
の
即
位
時
に
大
皇
太
后
（
九
四
六
年
）
へ
后
位
を
進
め
た
。
じ
っ
に
正
子
が
皇
后
か
ら
皇
太
后
に
な
っ
て
以
来
、
穏
子
立
后
ま
で
約
一
○
○
年
間
、
皇
后
（
中
宮
）
は
冊
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
一
因
が
、
正
子
に
よ
る
藤
原
氏
の
皇
太
后
昇
進
の
阻
止
に
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
藤
原
氏
と
そ
れ
を
外
戚
と
す
る
天
皇
た
ち
は
立
后
す
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
「
皇
太
夫
人
」
と
い
う
地
位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
九
世
紀
後
半
に
は
、
皇
后
か
ら
皇
太
后
に
昇
る
ル
ー
ト
と
は
別
に
、
立
后
せ
ず
に
生
母
と
し
て
皇
太
夫
人
に
な
り
そ
こ
か
ら
皇
太
后
兵
た
る
新
た
な
后
位
の
序
列
化
が
出
来
上
が
っ
た
。
（皇后）↓皇士
皇太夫人‐ｌ」
↓
皇
太
后
↓
大
皇
太
后
と
み
え
る
。
こ
れ
に
は
、
天
皇
の
生
母
は
必
ず
「
尊
位
Ｔ
皇
太
后
）
」
に
上
が
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
幼
帝
に
際
し
て
は
「
太
后
Ｔ
皇
太
后
・
太
皇
太
后
）
臨
朝
」
と
あ
り
、
皇
太
后
か
太
皇
太
后
が
臨
朝
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
基
経
は
、
陽
成
の
生
母
高
子
の
皇
太
后
臨
期
を
ほ
の
め
か
し
て
、
巧
み
に
摂
政
就
任
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。
大
化
前
代
か
ら
の
「
大
后
」
の
伝
統
に
淵
源
を
も
つ
皇
太
后
臨
朝
は
、
平
安
初
期
に
お
い
て
、
王
権
内
の
序
列
の
頂
点
に
あ
っ
た
橘
嘉
智
子
や
正
子
の
例
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
王
権
の
女
性
が
政
治
に
関
与
で
き
る
資
格
が
、
后
位
の
序
列
化
に
よ
っ
て
天
皇
の
配
偶
者
（
妻
后
）
か
ら
母
親
（
母
后
）
へ
と
移
る
ことにも繋がった。
十
世
紀
に
穏
子
が
立
后
す
る
と
、
皇
太
夫
人
は
歴
史
的
役
目
を
終
え
て
后
位
か
ら
消
え
て
い
く
。
后
位
は
再
び
、
し
た
基
経
の
言
葉
に
、
（前略）又臣謹故事、
幼主之代、太后臨レ朝。陛下若寶重天下、憂思一一幼主一、則皇
（㈹）
誠
蓋
実
。
臣
願
足
焉
。
不
堪
梱
款
之
至
（
後
略
）
母尊位之後、乃許二臨朝之義一。
陽
成
天
皇
が
即
位
す
る
と
藤
原
基
経
を
摂
政
に
任
じ
た
。
そ
れ
を
固
辞
皇帝之母、必升二尊位一。又察二前修一、
臣
錫
力
施
功
、
不
敢
慨
緩
。
臣
138（15）
主
権
の
変
質
・
成
熟
期
で
あ
る
奈
良
未
か
ら
平
安
初
期
に
お
い
て
、
女
帝
の
終
焉
が
王
権
の
中
の
女
性
ｌ
特
に
キ
サ
キ
ー
の
存
在
形
態
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
を
検
討
し
て
き
た
。
女
帝
の
可
能
性
が
あ
っ
た
段
階
で
あ
る
井
上
内
親
王
（
聖
武
皇
女
・
光
仁
皇
后
）
ｌ
酒
人
内
親
王
（
光
仁
皇
女
・
桓
武
妃
）
ｌ
朝
原
内
親
王
（
桓
武
皇
女
・
平
城
妃
）
の
母
娘
三
代
と
は
異
な
り
、
女
帝
が
擁
立
さ
れ
な
く
な
る
時
代
に
、
王
権
の
中
の
女
性
た
ち
は
、
天
皇
の
配
偶
者
と
し
て
の
み
存
在
す
る
ことが許されるようになる。
本
稿
で
は
、
正
子
内
親
王
の
軌
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
果
た
し
た
歴
史
的役割を考察した。
最
初
に
、
正
子
内
親
王
が
淳
和
天
皇
の
皇
后
と
し
て
立
て
ら
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
皇
子
恒
貞
の
誕
生
や
血
統
的
に
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
高
志
内
親
王
や
皇
子
恒
肚
の
不
在
と
い
う
状
況
だ
け
で
な
く
、
当
該
期
の
王
権
内
に
お
い
て
序
列
の
頂
点
に
立
つ
嵯
峨
太
上
天
皇
の
意
向
が
、
正
子
の
立
后
と
い
う
王
権
内
部
の
序
列
決
定
に
大
き
く
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
む
す
び
に
か
え
て
Ｉ
移
行
期
の
王
権
の
は
ざ
ま
で
と
い
う
ル
ー
ト
に
回
帰
し
、
一
本
化
す
る
の
で
あ
る
。
中
宮
・
皇
后
↓
皇
太
后
↓
大
皇
太
后
た。こ
の
よ
う
な
王
権
内
に
お
け
る
序
列
化
は
、
九
世
紀
前
半
に
、
太
上
天
皇
の
後
院
へ
の
退
居
や
嵯
峨
・
淳
和
太
上
天
皇
の
並
立
と
皇
位
の
両
統
迭
立
と
い
う
事
態
の
中
、
急
速
に
進
ん
で
い
く
。
男
性
は
嵯
峨
太
上
天
皇
を
頂
点
と
す
る
序
列
が
、
女
性
は
大
皇
太
后
橘
嘉
智
子
を
筆
頭
に
、
皇
太
后
・
皇
后
と
い
う
后
位
の
序
列
（
三
后
制
）
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
序
列
は
、
天
皇
と
の
応
答
や
朝
親
行
幸
な
ど
の
儀
礼
や
儀
式
を
通
じ
て
明
確
に
さ
れ
、
天
下
に
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
王
権
内
で
の
序
列
は
、
太
上
天
皇
や
后
位
を
持
つ
も
の
の
中
で
男
女
の
区
別
な
く
、
年
長
者
が
そ
の
頂
点
に
た
つ
こ
と
と
な
る
。
天
皇
や
皇
太
子
、
皇
太
后
も
そ
の
意
向
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
承
和
の
変
に
お
け
る
大
皇
太
后
橘
嘉
智
子
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
嘉
智
子
の
決
定
は
、
恒
貞
の
廃
太
子
だ
け
で
な
く
、
正
子
の
「
女
帝
の
可
能
性
」
の
剥
奪
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
承
和
の
変
以
降
、
太
上
天
皇
不
在
と
橘
嘉
智
子
の
死
没
に
よ
っ
て
王
権
内
の
序
列
の
頂
点
に
つ
い
た
皇
太
后
正
子
は
、
文
徳
天
皇
の
生
母
順
子
の
皇
太
后
昇
進
を
阻
止
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
順
子
だ
け
で
は
な
く
清
和
の
生
母
明
子
な
ど
藤
原
氏
に
よ
る
立
后
を
半
世
紀
に
わ
た
り
阻
む
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
皇
太
夫
人
」
と
い
う
地
位
・
称
号
が
復
活
し
、
天
皇
の
生
母
に
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
皇
太
夫
人
か
ら
皇
太
后
へ
昇
る
と
い
う
新
し
い
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
た
。
九
世
紀
後
半
に
立
后
を
経
な
く
と
も
皇
太
夫
人
か
ら
皇
太
后
・
太
皇
太
后
に
上
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
太
后
臨
朝
１３７（16）
（机）
は新たな可能性を内包することになる。正子の立后か行っ約百年後、
藤
原
穏
子
が
中
宮
に
冊
立
さ
れ
る
と
、
后
位
は
再
び
中
宮
・
皇
后
か
ら
皇
太
后
・
太
皇
太
后
と
い
う
ル
ー
ト
に
一
本
化
さ
れ
、
皇
太
夫
人
は
歴
史
的
役
日
を終えた。
そ
の
中
で
、
橘
氏
と
い
う
特
殊
な
州
向
か
ら
皇
后
に
立
后
さ
れ
た
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
と
も
異
な
り
、
嵯
峨
皇
女
で
あ
り
、
淳
和
皇
后
で
あ
り
、
恒
貞
皇
太
子
の
母
で
あ
っ
た
正
子
内
親
王
は
、
「
女
帝
の
可
能
性
」
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
。
代
わ
り
に
、
王
権
の
内
部
に
あ
っ
て
后
位
の
序
列
化
を
押
し
進
め
、
キ
サ
キ
の
新
た
な
段
階
を
切
り
開
い
て
い
く
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た。橘
嘉
智
子
の
歴
史
的
位
置
づ
け
や
女
御
・
更
衣
の
創
出
と
後
宮
の
整
備
、
キ
サ
キ
と
天
皇
の
権
能
の
差
違
、
幼
帝
の
出
現
と
皇
太
后
臨
期
の
展
開
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。
大
方
の
批
判
を
願
っ
て
、
こ
こ
で
欄
筆
し
たい。
（
１
）
立
太
子
を
経
て
皇
位
に
つ
い
た
の
は
、
孝
謙
・
称
徳
女
帝
だ
け
で
あ
る
。
元
服
も
未
婚
の
女
帝
で
あ
り
、
父
文
武
天
皇
の
早
世
後
、
母
元
明
天
皇
の
も
と
で
資
質
を
養
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
成
人
し
た
聖
武
に
先
立
っ
て
、
元
明
か
ら
譲
位
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
正
天
皇
に
つ
い
て
は
、
注
Ⅱ
頭
報
告
「
元
正
天
皇
の
養
老
行
幸
と
改
元
」
（
岐
阜
県
養
老
町
主
催
講
演
、
二
○
’
五
年
二
月
七
Ⅱ
）
を
も
と
に
し
た
別
稿
に
譲
り
た
い
。
（
２
）
元
明
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
へ
の
皇
位
継
承
の
際
は
、
「
吾
が
子
」
と
い
う
擬
制
的
な
母
子
関
係
を
前
面
に
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
仁
藤
敦
史
「
女
帝
の
世
紀
」
（
角
川
選
書
、
二
○
○
六
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
何
様
に
、
孝
謙
か
ら
淳
仁
へ
の
皇
位
継
承
位
お
い
て
は
、
淳
仁
と
光
明
皇
太
后
と
の
擬
制
的
な
親
子
関
係
を
媒
介
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（３）口頭報告「女帝の終焉」（第一一六回王権研究会、一一○’四年三月
三一Ｈ）。
（４）「三代実録」元慶三年三月一一十五日条。以下、断らない限り「一一一代実録」
は
国
史
大
系
本
に
よ
る
。
（５）一統群書類従」伝部所収。著された時期、作者については不明であ
る
が
、
九
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
玉
井
力
「
恒
貞
親
王伝」（「脚史大辞典」項Ⅱ執筆、吉川弘文館一九八八年）。以下、「恒
貞親王伝」は続群書類従本による。
（６）「三代実録」元慶三年三月一一十一一一日条。
（７）『三代実録』貞観十年十一一月一一十二Ⅱ条において大皇太后正子の
六Ｉ賀が催されたこと、「何」元慶三年三月二十一二ｕ条の麗去にお
い
て
春
秋
七
十
と
見
え
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
る
と
正
良
親
王
と
同
年
雄
ま
れ
と
な
る
。
（８）「日本紀略』延暦二十年十一月丁卯条。大宅内親王は女御橘常子を
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母
と
し
て
七
八
八
年
に
生
ま
れ
、
安
殿
（
平
城
天
皇
）
の
後
宮
に
入
っ
た
。
高
津
内
親
王
は
坂
上
苅
田
麻
呂
を
父
と
す
る
坂
上
又
子
を
母
に
持
つ
。
坂
上
田
村
麻
呂
は
同
母
兄
弟
で
あ
る
。
高
津
内
親
王
も
神
野
親
王
（
嵯
峨
天
皇
）
の
後
宮
に
入
っ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
三
人
は
ほ
ぼ
同
年
で
あ
り
、
同
時
に
加
笄
さ
れ
、
異
母
兄
安
殿
・
神
野
・
大
伴
に
嫁
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（９）恒世親王の生年は不明である。ただ、「Ⅱ本紀略」天長三年五月丁
卯条に見える覺去記事によれば、「年二十二」とあるので逆算した。
（
Ⅲ
）
朝
原
内
親
王
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
述
す
る
が
、
母
は
光
仁
天
皇
と
井
上
皇
后
の
娘
で
あ
る
酒
人
内
親
王
で
、
桓
武
後
宮
で
唯
一
の
王
族
で
あ
る
。
（Ⅱ）「日本紀略」大同四年五月壬子条。
（Ⅲ）『’一一代実録』貞観五年正月三日条の源定莞伝によれば、淳和は甥で
あ
る
定
を
実
子
同
様
に
愛
し
、
寵
妃
永
原
氏
に
賜
い
、
母
と
さ
せ
た
の
で
、
二
人
の
父
と
二
人
の
母
が
い
る
と
言
わ
れ
た
と
あ
る
。
実
母
は
鎮
守
代
将
軍
百済王教俊の娘慶命である。
（
Ｂ
）
恒
貞
の
生
年
に
は
、
八
二
五
年
説
と
八
二
七
年
説
が
あ
る
Ⅱ
本
後
紀
の
欠
落
部
分
に
あ
た
る
た
め
、
未
詳
で
あ
る
。
「
Ⅱ
本
紀
略
」
に
は
は
八
二
七
年
条
に
「
皇
子
」
の
誕
生
と
塵
養
い
に
つ
いて記事がある。『訳注日本後紀』
（集英社）はこれを恒貞の生年としている。しかし、「三代実録」・
『紹運録』・「恒貞親王伝』の享年からの逆算によって、八二五年説
をとるべきである。「淳和天皇実録・仁明天皇実録』（ゆまに書房、
二
○
○
七
年
復
刻
）
の
注
も
八
二
五
年
説
を
と
っ
て
い
る
。
（応）「Ｈ本紀略」天長三年五月丁卯条。「天皇悲痛、久不視朝」と記され
て
い
る
。
五
月
十
日
に
は
山
城
同
愛
宕
郡
鳥
部
寺
の
南
に
葬
ら
れ
た
。
（旧）『日本紀略」弘仁十四年四月壬虎条。「皇年代略記」にも同様の記載
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
恒
世
親
王
は
何
年
九
月
に
は
三
品
治
部
卿
、
十
月
に
は
三
品
中
務
卿
と
み
え
る
。
（Ⅳ）「日本紀略」天長四年五月庚中条ほか。
（
Ⅲ
）
立
后
の
時
期
に
つ
い
て
一
覧
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
１３５（18）
光明子（聖武）
井
上
内
親
王
（
光
仁
）
藤
原
乙
牟
獺
（
桓
武
）
橘
嘉
智
子
（
嵯
峨
）
七
二
九
年
七
七
○
年
七
八
川
年
八
一
五
年
某
王
（
基
王
）
の
誕
生
は
七
二
七
年
た
だ
し
翌
年
天
折
七
一
八
年
誕
生
の
阿
倍
内
親
王
（
の
ち
の
孝
謙
・
称
徳
天
皇
）
は
健
在
翌
年
、
所
生
の
他
戸
親
王
も
立
太
子
七
五
四
年
誕
生
の
酒
人
内
親
王
は
斎
宮
に
卜
定
七
七
四
年
安
殿
親
王
（
の
ち
の
平
城
天
皇
）
を
出
産
立
后
の
の
ち
、
神
野
親
王
（
の
ち
の
嵯
峨
天
皇
）
と
高
志
内
親
王
が
誕
生
八
一
○
年
正
良
親
王
（
の
ち
の
仁
明
天
皇
）
と
正
子
内
親
王
を
出
産
（旧）
（
巴
吉
野
は
式
家
出
身
。
淳
和
皇
太
子
時
代
の
春
宮
少
進
を
務
め
た
後
、
淳
和
即
位
後は天長三（八一一六）年に蔵人頭天長五（八二八）年に参議となる。
承
和
の
変
で
大
宰
員
外
帥
に
左
遷
さ
れ
、
承
和
十
三
（
八
四
六
）
年
失
意
の
う
ち
に
病
死
。
玉
井
力
「
女
御
・
更
衣
制
度
の
成
立
」
（
「
名
古
屋
大
学
文
学
部研究論集』五六、’九七二年）。
（別）「三代実録』貞観十八年十一月一一十八日条には、譲位を漏らした清
和
天
皇
の
も
と
に
、
淳
和
太
皇
太
后
正
子
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
動
静が問われている。
（Ⅲ）『続日本後紀」天長十年一一月丁亥条、三月戊子朔条など。
（皿）「続Ⅱ本後紀』承和二年三月丁已条。
（昭）「続日本後紀」承和三年二月壬午条。河内国丹比郡の荒廃出十三町
が給与された。
（
別
）
当
該
期
の
太
上
天
皇
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
本
、辨
橘淳
和 鳥智
子
１
正
良
（
の
ち
し
ｒ
正
子
（同母妹）×
厨』叫山×
恒
貞 の仁明天皇）
稿
の
視
角
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
春
名
宏
昭
「
太
上
天
皇
制
の
成
立
」
（「史学雑誌』九九’二、’九九○年）、同「平安期太上天皇の公と
私」（「史学雑誌』’○○’三、’九九一年）、同「「院」について」
（『Ｈ本歴史』五三八、’九九一一一年）、同「太上天皇と内印」（『古代
中
世
史
料
学
研
究
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
八
年
）
。
筧
敏
生
「
古
代王権と律令国家機構」（『古代王権と律令国家』所収、校倉書房、
初出は一九九一年）、同「中世王権の特質」（「同前」所収、初出は
一九九二年）、同「太上天皇尊号宣下制の成立」（『同前」所収、初
出は一九九四年）、同「古代太上天皇制研究の現状と課題」言同前』
所収、初出は一九九二年）。仁藤敦史「太上天皇制の展開」Ｓ古代
王権と官僚制』再録、臨川書店、初出一九九六年）。
（妬）「日本紀略』弘仁十四年四月甲辰条。
（
別
）
当
該
期
の
后
位
と
し
て
、
三
后
制
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
春
名宏昭「平安時代の后位」（『東京大学日本史学研究室紀要』四、
二
○
○
○
年
）
。
梅
村
恵
子
「
天
皇
家
に
お
け
る
皇
后
の
位
置
」
（
『
女
と
男
の
時
空
ｌ
Ｕ
本
女
性
史
再
考
』
Ⅱ
所
収
、
藤
原
書
店
、
’
九
九
六
年
）
。
岡
村幸子「皇后制の変質」（「古代文化」四八’九二九九六年）。西
野悠紀子「母后と皇后」（前近代女性史研究会編「家・社会・女性
ｌ
古
代
か
ら
中
世
へ
」
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
七
年
）
、
何
「
九
世
紀
の天皇と母后」（『古代史研究」一六、一九九九年）、同「律令制国
家
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
Ｓ
新
体
系
日
本
史
九
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
』
所
収
、
山
川
１３４（19）
出
版
社
、
二
○
’
四
年
）
。
服
藤
早
苗
「
九
世
紀
の
天
皇
と
国
母
」
（
『
物
語
研究』三、二○○一一一年）。田村葉子「立后儀式と后権」（『日本歴史」
六
四
五
、
二
○
○
二
年
）
。
橘
嘉
智
子
を
画
期
と
す
る
点
で
は
先
学
は
一
致
す
るが、本稿で取り上げている正子内親王に注目した研究は少ない。
荒木敏夫「日本古代の大府と三后制」（口頭報告・前近代史女性研
究会、一一○○三年一○月二六日）があるが、拝聴できなかった。
（〃）朝観行幸の成立についても幾多の研究成果があるが、服藤早苗「王
権の父母子秩序の成立」ｓ中世成立期の政治文化』所収、東京堂、
’
九
九
九
年
）
。
服
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
父
母
子
の
秩
序
を
確
認
す
る
よ
うになることは重要である。拙稿ヨ都市王権』の成立と展開」（『歴
史
学
研
究
』
七
八
九
、
二
○
○
二
年
）
で
は
、
さ
ら
に
、
天
下
に
対
し
て
王
権
内
の
序
列
を
可
視
化
す
儀
礼
と
し
て
、
九
世
紀
に
新
た
に
成
立
し
た
こ
と
を
重視する。
（肥）『続日本後紀』天長十年十月辛丑条。その後も仁明天皇の行幸に従
駕する皇太子恒貞の様相が散見する。
（別）恒貞皇太子時の東宮学士は小野篁と春澄善縄であったことは「続日
本後紀』『後拾遺往生伝』にみえる。
（
釦
）
承
和
の
変
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
視
角
と
は
異
な
る
が
、
玉
井
力
「
承
和
の
変について」（『歴史学研究』二八六、’九六四年）、福井俊彦「承
和
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
「
日
本
歴
史
」
二
六
○
、
一
九
七
○
年
）
を
はじめとして、遠藤慶大「「続日本紀』と承和の変」ｓ古代文化』
五一一、二○○○年『神谷正昌「承和の変と応天門の変」（「史学雑誌」
’’’’二、一一○○一一年『佐藤長門「承和の変前夜の春宮坊」（『日
本古代の王権と東アジア』所収、吉川弘文館、二○｜二年）など
がある。
（Ⅲ）「続日本後紀』承和九年七月己酉、庚戌、辛亥、壬子、乙卯、戊午
条など。
（胡）『続日本後紀』承和九年八月甲戌条。
（羽）『続日本後紀」嘉祥二年正月壬戌条。『三代実録』元慶八年九月二十
Ⅱ条。「大覚寺門跡」・「後拾遺往生伝』にもみえる。
（弧）『大覚寺門跡』恒寂法親王条。
（弱）『文徳実録』嘉祥三年四月甲子条。
（鉛）仁藤敦史「桓武の皇統意識と氏の再編」ｓ国立歴史民俗博物館研究
報告」一三四、一一○○七年）。桓武は自らの皇統意識を満たすために、
様々な施策で高野新笠を称揚した。
（町）服藤早苗前掲注（別）論文。
（肥）「三代実録』貞観六年正月七日条。
（羽）「中右記」嘉承二年一二月一日条の裏書きには「称中宮」という注
書きが見える。
（伽）『三代実録』貞観一八年一一一月四日条。
（佃）皇太后臨朝については田村葉子前掲注（恥）論文でも指摘している。
こ
の
問
題
は
、
天
皇
と
母
后
の
居
住
形
態
の
変
化
や
、
摂
政
の
出
現
と
密
接
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論じた。
門
の
変
ｌ
記
録
と
記
憶
の
間
」
ｓ
国
士
舘
史
学
』
に
か
か
わ
る
と
考
え
る
。
私
見
の
一
端
は
、
拙
稿
「
伴
大
納
言
絵
巻
と
応
天
九
、
○
’
五
年
）
に
て
132(21）
